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－平成22年5月1日現在－
（　）内は前月との比較

6
月
　
日
臥
キ
ッ
ク
オ
フ
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ラ
ガ
ー
マ
ン
た
ち
の
熱
戦

合
併
記
念
大
会

第

回
千
葉
県
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り

印

 合
併
記
念
大
会
　
第
　
回
千
葉
県
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り
　
印
西西

２０２０

inin

　
平
成
3
年
の
第
1
回
大
会
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
　
年
20

の
節
目
を
迎
え
る
「
千
葉
県
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り
　
印
in

西
」。
今
大
会
で
は
合
併
記
念
大
会
と
し
て
、
期
待

の
カ
ー
ド
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
」

の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
「
千
葉

県
ラ
グ
ビ
ー
祭
り
」。毎
年
6
月
に

行
わ
れ
る
こ
の
大
会
は
、
市
に
定

着
し
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
の
プ
レ
イ

を
身
近
に
観
戦
で
き
る
た
め
、
市

内
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
の
ラ
グ

ビ
ー
フ
ァ
ン
が
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
印
西
中
出
身
の
小
野

慎
介
選
手
が
属
す
る
古
豪
・
明
治

大
学
と
昨
年
度
の
全
国
大
学
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

で
準
優
勝
し
た
東
海
大
学
と
が
対

戦
。
　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
日
時
…
6
月
　
日
臥
・
午
前
9

12

時
　
分
～
。

30
胸
会
場
…
松
山
下
公
園
陸
上
競
技

場
。

【
招
待
チ
ー
ム
】

　
明
治
大
学
・
東
海
大
学
（
正
午

キ
ッ
ク
オ
フ
予
定
）、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・

ク
ボ
タ
（
午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ

予
定
）。

滑迫力あるプロの試合を目の前
で観戦できます（写真は昨年行
われたＮＥＣ対クボタ戦）

　
こ
の
お
ま
つ
り
は
「
み
ん
な
で

広
げ
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
」

を
テ
ー
マ
に
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
参
加
し
、
活
動
を
広
く
地

域
に
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
が

開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

胸
日
時
…
6
月
6
日
蚊
・
午
前
　10

時
～
午
後
2
時
　
分
。

30

胸
会
場
…
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
竹
袋
）。

胸
内
容
…
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
ボ

葛
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ

わ
う「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
コ
ー
ナ
ー

（
ダ
ン
ス
・
太
鼓
）、
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
Ｃ
Ｄ
録
音
・
太
鼓
・
着
付

け
）、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
も
ち
つ
き

な
ど
。

架
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯

碓42 
0
2
9
4
）。

　市では、多くの市民のみなさんからの建設的な意見、提案などを市政
に反映させ、市民参加の拡大を図りながら「住みよいまち」をつくりた
いと考えています。
　そのために市長が市民のみなさんと直接意見を交換する「市民ふれあ
い懇談会～地区型懇談会～」を下記のとおり開催します。
架秘書広報課広報広聴班（緯内線418・４19）。

市民ふれあい懇談会を開催胸
日
時
…
５
月
　
日
臥
・
午
前
９
時
～
午
後
８
時
。

２２

※
昼
、
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
も
停
止
の
予
定
で
す
が
、
工
事
が
終

了
次
第
、
復
旧
し
ま
す
。

架
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
1
～
4
5
3
）。

庁
舎
改
修
に
伴
い
印
旛
・
本
埜
地
域
を
除
く

防
災
行
政
無
線
が
一
時
停
止
し
ま
す

 第
　
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

14

　ボランティアまつり開催のため、
6月6日蚊は、総合福祉センター
が休館になります。
架総合福祉センター（緯碓42 0144）。

臨時休館のお知ら 臨時休館のお知らせせ

　
去
る
4
月
　
日
、
松
山
下
公
園

18

総
合
体
育
館
で
一
般
参
加
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
剣
道
、
ミ
ニ
バ
ス
、

棒
高
跳
び
な
ど
の
各
選
手
た
ち
が
、

鮮
や
か
な
試
技
・
演
武
を
披
露
。

会
場
の
見
学
者
か
ら
は
万
雷
の
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
後
半
に
は
、早
稲
田
大
学
・

明
治
大
学
応
援
団
に
よ
る
応
援
合

戦
も
展
開
。
体
育
館
の
今
後
の
発

展
を
応
援
の
声
に
乗
せ
て
、
イ
ベ

ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し

た
。

※
同
時
開
催
の「
山
岳
競
技
試
技
」

と
「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
炬
火
採

火
式
」
は
、
4
ペ
ー
ジ
の
「
ほ
っ

と
レ
ポ
ー
ト
」
で
紹
介
。

架
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯

碓42 
8
4
1
7
）。

【
選
手
と
フ
ァ
ン
の
交
流
会
】

　
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
（
午
後

3
時
　
分
開
始
予
定
）。

45

　
そ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
試
合
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

胸
入
場
料
…
無
料
。

※
当
日
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
（
有

料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

架
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯

碓42 
8
4
1
7
）。

▼ラグビースクールの少年たち
も大人に負けず全力でプレイ
（写真は昨年のものです）

 総
合
体
育
館
で

　
  オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

第２回大会の様子。この大会で初め第２回大会の様子。この大会で初めてて
松山下公園陸上競技場が会場松山下公園陸上競技場が会場にに

会場中に響き渡会場中に響き渡るる早稲田大学・明早稲田大学・明
治大学応援団による応援合戦（治大学応援団による応援合戦（写写
真は早稲田大学応援団真は早稲田大学応援団））

▲さまざまな試合や試技が観客を魅了しました

胸日程および場所胸
開　催　日　時会　　　場

午前10時～正午
5月29日臥

本埜公民館
午後  2時～ 4時平賀構造改善センター
午後  2時～ 4時6月   5日臥ふれあいセンターいんば
午後  2時～ 4時6月12日臥本埜ファミリア館
午前10時～正午

6月13日蚊
中央駅前センター

午後  2時～ 4時中央公民館
午前10時～正午

6月19日臥
ふれあい文化館

午後  2時～ 4時小林コミュニティプラザ



胸
定
員
…
　
人
。

30

胸
参
加
料
…
一
般
1
街
5
0
0
円
、

子
ど
も
（
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま

で
）
5
0
0
円
（
家
族
、
友
達
の

見
学
可
）。

※
一
般
、
子
ど
も
と
も
本
人
分
の

当
日
公
演
チ
ケ
ッ
ト
料
を
含
む
。

胸
申
し
込
み
…
5
月
　
日
蚊
か
ら

16

左
記
窓
口
で
受
け
付
け（
先
着
順
）。

架
文
化
ホ
ー
ル（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

図
書
館
非
常
勤
職
員

　
印
西
市
立
図
書
館
に
勤
務
す
る
、

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
募
集
人
数
…
若
干
名
。

胸
就
業
時
期
…
7
月
1
日（
予
定
）

～
。

胸
業
務
内
容
…
図
書
の
整
理
作
業

（
力
仕
事
伴
う
）、カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
補
助
。

胸
応
募
資
格
…
司
書
資
格
を
有
す

る
人
、
も
し
く
は
健
康
で
本
の
好

き
な
人
（
学
生
不
可
）。

胸
勤
務
時
間
…
午
前
8
時
　
分
～

30

午
後
5
時
（
開
館
時
間
延
長
日
は

午
後
8
時
）。シ
フ
ト
制
で
週
3
日

程
度
、
土
日
、
祝
日
勤
務
有
り
。

胸
賃
金
…
時
給
8
2
0
円
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

胸
申
し
込
み
…
履
歴
書
（
自
筆
で

写
真
貼
付
）、司
書
資
格
証
明
書
の

写
し
（
有
資
格
者
の
み
）
お
よ
び

小
論
文
「
利
用
者
が
気
持
ち
よ
く

図
書
館
を
利
用
す
る
に
は
」（
1
街

2
0
0
字
以
内
）
を
5
月
　
日
蚊

30

子
ど
も
手
当
の

　
　
　
　
　
申
請
と
支
給

　
市
で
は
、
3
月
　
日
時
点
で
市

31

内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
校
修
了

前
の
子
ど
も
が
い
る
全
世
帯
に
、

当
手
当
に
関
す
る
案
内
や
各
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
3
月
　31

日
時
点
で
市
か
ら
児
童
手
当
を
受

給
中
の
世
帯
で
、現
在
中
学
校
2
・

3
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は

申
請
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
新
規
申
請
が
必
要

な
人
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
（
4
月
1
日
以
降
に

出
生
・
転
入
し
た
人
は
、
原
則
と

し
て
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給

の
対
象
に
な
る
の
で
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
）。

※
今
回
、
市
外
在
住
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
郵
送

し
て
い
ま
せ
ん
。
該
当
に
な
る
と

思
う
人
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

怯
支
給
月
・
支
給
額
な
ど

　
支
給
月
は
年
3
回
（
6
・
　
・
10

2
月
）
前
月
ま
で
の
手
当
を
支
給

し
ま
す
。
6
月
の
定
期
払
い
は
、

2
・
3
月
の
児
童
手
当
と
、
4
・

5
月
の
子
ど
も
手
当
を
合
算
し
た

平成２２年（２０１０）５月１５日号（２）

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

市
役
所
緯
○４２ 
5
1
1
1

文化ホール
中央駅前公民館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

架文化ホール（緯
碓４２ ８８１１）。

※各プレイガイド
で売り切れの際は、
文化ホールへお問
い合わせください。
※電話予約の受け
付けは、文化ホー
ルのみです。

募
集

合
併
記
念
事
業
選
定
委
員

会
の
委
員

　
新「
印
西
市
」の
誕
生
を
記
念
し
、

合
併
後
の
市
の
速
や
か
な
一
体
性

の
確
保
と
、
市
民
相
互
の
親
睦
お

よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
合
併
記
念
事

業
（
市
民
提
案
事
業
）
の
選
定
の

た
め
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

胸
応
募
資
格
…
市
在
住
の
満
　
歳
20

以
上
の
人
で
、
年
2
～
3
回
の
会

議
（
平
日
）
に
参
加
が
で
き
、
合

併
記
念
事
業
の
選
定
に
関
し
意
見

を
述
べ
ら
れ
る
人
。

※
市
民
提
案
事
業
の
募
集
は
、
7

月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
市

民
提
案
事
業
の
実
施
に
関
係
す
る

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）。

胸
募
集
人
数
…
3
人
以
内
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
記
念
事

業
を
選
定
す
る
日
ま
で
。

胸
謝
礼
…
7
街
5
0
0
円
／
日
。

胸
応
募
書
類
…
小
論
文
と
経
歴
書

（
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）。

①
小
論
文
…
「
合
併
記
念
事
業
に

よ
る
市
民
交
流
の
促
進
」
と
題

し
て
、
8
0
0
字
程
度
で
ま
と
め

る
（
原
稿
用
紙
を
使
用
）。

②
経
歴
書
…
定
め
ら
れ
た
様
式
に

必
要
事
項
を
す
べ
て
記
入
。

胸
応
募
書
類
配
布
場
所
…
行
政
管

理
課
窓
口
、
各
支
所
・
出
張
所
・

公
民
館
・
図
書
館
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

胸
申
し
込
み
…
6
月
　
日
牙
（
当

10

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
問
い
合

わ
せ
窓
口
ま
で
に
持
参
か
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
（
応
募
に
要
す
る
諸

費
用
は
本
人
負
担
）。

胸
選
考
な
ど
…
小
論
文
お
よ
び
経

歴
書
に
よ
り
選
考
し
、
公
募
委
員

を
決
定
し
ま
す
。
応
募
状
況
や
提

出
書
類
の
内
容
に
よ
り
、
面
接
な

ど
を
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

架
行
政
管
理
課
新
市
移
行
調
整
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市

大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3

1
2
）。

夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

　「
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
　
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
」
公
演
に
ち
な
ん
で
、

絹
糸
と
紙
コ
ッ
プ
で
作
ら
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
楽
器
「
ス
ト
リ
ン
グ
ラ

フ
ィ
」
の
体
験
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。
手
作
り
の
ス
ト
リ
ン
グ
ラ

フ
ィ
で
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
日
時
…
7
月
　
日
臥
・
午
前
　

31

10

時
～
（
約
1
時
間
　
分
）。

30

胸
対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
人
。

ま
で
に
左
記
ま
で
持
参
。

架
大
森
図
書
館（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

胸
期
日
…
6
月
　
日
臥
・
　
日

19

20

蚊
・
　
蚊
。

27

胸
会
場
…
松
山
下
公
園
総
合
体
育

館
。

胸
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
者
の

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例

22

会
の
会
期
は
5
月
　
日
画
～
6
月

28

　
日
画
の
予
定
で
す
。

25　
な
お
、
会
期
中
に
休
会
日
が
あ

る
の
で
、
開
催
日
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

架
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0

7
）。

請
願
、陳
情
書
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例

22

会
に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提

出
期
限
は
、
5
月
　
日
牙
の
正
午

20

で
す
。

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
、
事

前
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

架
議
会
事
務
局
。

閲
覧
で
き
ま
す
一
般
質
問

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例

22

会
で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問

（
個
人
）
内
容
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

胸
閲
覧
開
始
日
…
5
月
　
日
俄
を

24

予
定
。

※
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

胸
閲
覧
場
所
…
情
報
管
理
課
、
各

支
所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書

館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

架
議
会
事
務
局
。

　
三
遊
亭
小
遊
三
、
桂
吉
弥
、
柳

家
三
三
を
お
迎
え
し
ま
す
。

胸
日
時
…
7
月
4
日
蚊
・
午
後
3

時
開
演
（
開
場
は
2
時
　
分
）。

30

胸
入
場
料
…
一
般
3
街
0
0
0
円

（
全
席
指
定
・
1
人
4
枚
ま
で
）。

※
シ
ル
バ
ー
割
引
（
　
歳
以
上
）

65

・
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
よ
り

5
0
0
円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の

際
、
保
険
証
な
ど
の
年
齢
が
分
か

る
証
明
書
類
、
ま
た
は
障
害
者
手

帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要
。

　
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
発
売
中
。

7/4
（日）

 い
ん
ざ
い
寄
席

　
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
す

こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
ん
な
人
た

ち
に
、
う
だ
つ
の
あ
が
ら
な
い
落

語
家
が
な
ぜ
か
落
語
を
教
え
る
羽

目
に
。
出
演
、
国
分
太
一
ほ
か
。

胸
日
時
…
6
月
　
日
我
・
午
後
2

23

時
開
演
（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

胸
入
場
料
…
無
料
（
全
席
自
由
）。

胸
入
場
方
法
…
6
月
2
日
我
・
午

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公

民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ

れ
あ
い
の
里
で
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

6/23
（水）

 　
ミ
リ
映
画
会

１６
「
し
ゃ
べ
れ
ど
も
し
ゃ
べ
れ
ど
も
」

　
糸
電
話
の
原
理
を
応
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
楽
器
「
ス
ト
リ
ン
グ
ラ

フ
ィ
」。絹
糸
が
奏
で
る
不
思
議
な

音
色
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

胸
日
時
…
7
月
　
日
臥
・
午
後
2

31

時
開
演
（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

胸
入
場
料
…
一
般
1
街
5
0
0
円
、

子
ど
も（
3
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）

5
0
0
円
（
全
席
指
定
・
1
人
6

枚
ま
で
）。

　
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
か
ら

5
0
0
円
割
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

の
際
、
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る

確
認
が
必
要
。
3
歳
未
満
の
児
童

の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら

22

発
売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は

5
月
　
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の

25

み
で
電
話
予
約
開
始
。
当
日
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。
詳
し
く

は
募
集
の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7/31
（土）

 ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演

福
祉

額
で
す
。
新
た
に
申
請
し
た
人
は
、

新
制
度
開
始
と
、
年
度
切
り
替
え

作
業
が
重
な
る
の
で
、
定
期
払
い

後
も
月
1
回
随
時
払
い
で
対
応
い

た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
郵
送
し

た
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
に
お
問
い

議
会

所
属
す
る
チ
ー
ム
（
　
歳
以
上
）。

16

胸
参
加
費
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
加
盟
チ
ー
ム
1
街
0
0
0
円
、

非
加
盟
チ
ー
ム
5
街
0
0
0
円
。

胸
申
し
込
み
…
5
月
　
日
臥
ま
で

22

に
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
、
男

子
　
チ
ー
ム
・
女
子
　
チ
ー
ム
）。

20

10

架
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

小
暮
（
緯
碓42 
3
4
4
4
）。

夜間の小児救急医療
印旛市郡小児初期急病診療所（休
日・夜間のみ）佐倉市健康管理セン
ター内（佐倉市江原台2－27）

午後７時～翌朝午前６時平日・土曜日
診療
時間 午前９時～午後4時45分

午後７時～翌朝午前６時
日曜・祝日・
年末年始
緯043－485－3355
（診療時間内のみ）

電話
番号

こども急病電話相談
　看護師や小児科医が電話でアドバイ
スします。

午後７時～１０時毎日相談
時間

緯＃8000
（局番なし）

プッシュ回
線・携帯電話電話

番号 緯 043－ 242－
9939ダイヤル回線

ス
ポ
ー
ツ

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
手
当
も
児
童
手
当
と
同

様
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な

る
た
め
、
対
象
者
に
は
5
月
末
ご

ろ
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

架
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班

（
緯
内
線
2
4
2
・
2
4
5
）。



マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾

　「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」は
、

東
京
電
機
大
学
の
学
生
が
先
生
と

な
り
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
を
丁
寧
に
指
導
。
パ
ソ
コ

ン
を
通
じ
た
交
流
と
初
心
者
の
技

術
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
自
由
参
加
型
で
自
由
に
入
退
室

で
き
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち

込
み
も
可
能
。
個
々
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
課
題
に
対
し
て
先
生
（
学

生
）
た
ち
が
優
し
く
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン

技
術
の
向
上
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

胸
日
時
…
5
月
　
日
我
、　
日
我
、

19

26

6
月
2
日
我
、
9
日
我
、　
日
我
、

16

　
日
我
、　
日
我
・
い
ず
れ
も
午

23

30

後
4
時
～
7
時
　
分
。

30

胸
会
場
…
中
央
公
民
館
。

胸
入
場
方
法
…
会
場
に
は
パ
ソ
コ

ン
を
　
台
設
置
す
る
の
で
、
当
日

20

は
先
着
順
に
　
人
ま
で
入
場
で
き

20

ま
す
。
原
則
的
に
は
　
番
目
以
降

21

の
人
は
パ
ソ
コ
ン
の
持
参
の
有
無

午
前
　
時
～
正
午
。

10

胸
会
場
…
中
央
公
民
館
。

胸
定
員
…
　
人
（
抽
選
あ
り
）。

20

胸
講
師
…
ザ
ッ
カ
リ
ー
＝
ジ
ェ
ー

ム
ス
＝
ヒ
ビ
ン
グ
氏（
ア
メ
リ
カ
）。

胸
参
加
費
…
月
4
街
0
0
0
円
。

架
国
際
交
流
協
会
・
中
村
（
緯
0

9
0
―
4
0
9
3
―
7
8
1
5
）。

※
午
前
　
時
以
降
。

10

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
講
座

　
目
の
不
自
由
な
人
の
外
出
や
活

動
を
お
手
伝
い
す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
を
受
講
し
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
も
受
講
で
き
ま
す
。

胸
日
時
…
6
月
5
日
臥
、
6
日
蚊
、

　
日
臥
、　
日
蚊
の
4
日
間
。

12

13

胸
会
場
…
柏
市
教
育
福
祉
会
館

に
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
入
場
し
た

人
の
退
出
を
待
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

胸
参
加
費
…
無
料
。

架
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1

1
）。

ふ
れ
ぶ
ん
ス
ト
レ
ッ
チ「
M
y
体
操
」

　
音
楽
に
合
わ
せ
、
軽
い
体
操
や

ス
ト
レ
ッ
チ
で
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
日
時
…
6
月
2
日
我
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
原
）。

胸
対
象
…
成
人
女
性
。

胸
定
員
…
　
人
。

15

胸
参
加
費
…
無
料
。

胸
持
ち
物
…
運
動
し
や
す
い
服
装
で
、

上
履
き
（
シ
ュ
ー
ズ
）、
水
分
補

給
の
飲
物
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
。　

胸
申
し
込
み
…
5
月
　
日
臥
・
午

15

後
1
時
か
ら
電
話
ま
た
は
左
記
窓

口
で
（
先
着
順
）。

架
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8

0
0
）。

「
男
の
料
理
教
室
」

　
家
庭
で
で
き
る
本
格
中
華
料
理
。

胸
日
時
…
6
月
5
日
臥
・
午
前
　10

時
～
午
後
2
時
。

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
原
）。

胸
対
象
…
成
人
男
性
。

胸
定
員
…
　
人
。

12

胸
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

胸
参
加
費
…
6
0
0
円
（
材
料
費
、

当
日
徴
収
）。

胸
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、

布
き
ん
、
筆
記
用
具
、
参
加
費
。

胸
申
し
込
み
…
5
月
　
日
臥
・
午

15

前
9
時
か
ら
電
話
ま
た
は
左
記
窓

口
で
（
先
着
順
）。

架
ふ
れ
あ
い
文
化
館
。

国
際
交
流
協
会
「
英
会
話
講
座

【
初
中
級
コ
ー
ス
】」

胸
日
時
…
6
月
か
ら
毎
週
水
曜
日

（３）平成２２年（２０１０）５月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

胸
申
請
資
格
…
印
西
市
も
し
く
は
、

白
井
市
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居

住
し
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外

国
人
登
録
原
票
に
記
録
ま
た
は
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
現
に
焼
骨

を
所
有
し
、
か
つ
そ
の
焼
骨
を
ほ

か
の
墓
地
へ
埋
蔵
ま
た
は
納
骨
堂

へ
収
蔵
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

※
焼
骨
を
所
有
し
て
い
な
い
人
、

焼
骨
を
ほ
か
の
墓
地
へ
埋
蔵
ま
た

は
納
骨
堂
へ
収
蔵
し
て
い
る
人
は
、

今
回
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
印
西
霊
園
の
使
用
許
可

を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
請
は
、
1
世
帯
に
つ
き
1
墓

所
と
な
り
ま
す
。
同
一
世
帯
で
複

数
の
人
が
申
請
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
請
は
、
次
の
申
請
受
付
期
間

内
に
1
回
の
み
で
す
。

胸
申
請
受
付
期
間
…
5
月
　
日
俄

17

～
平
成
　
年
2
月
　
日
画
（
土
・

23

25

日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

を
除
く
）・
午
前
9
時
～
午
後
5

時
。

胸
申
請
書
類
…
臼
印
西
霊
園
墓
所

使
用
許
可
申
請
書
【
申
請
書
は
印

西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
、
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
印
西
霊
園
管
理

事
務
所
、
印
西
市
（
印
旛
支
所
お

よ
び
本
埜
支
所
を
含
む
）、白
井
市

の
環
境
担
当
課
窓
口
で
取
得
で
き

ま
す
】
渦
申
請
者
の
住
民
票
（
住

民
票
は
世
帯
全
員
の
も
の
で
本
籍
、

続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）、

ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証
明
書
嘘

火
葬
許
可
証
。

※
渦
は
最
新
の
内
容
か
つ
、
発
行

日
か
ら
3
カ
月
以
内
の
も
の
。

胸
受
付
場
所
…
問
い
合
わ
せ
先
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
。
郵
送
の
場
合

は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
募
集
基
数
と
種
類
…
　
基
（
芝

60

墓
地
）。

※
今
後
も
墓
地
整
備
工
事
（
第
2

期
以
降
約
3
街
9
0
0
基
）
を
段

階
的
に
実
施
し
ま
す
。

胸
墓
所
使
用
料
…
3
2
5
街
5
0

0
円
（
1
墓
所
）。

胸
管
理
料
…
5
街
0
4
0
円
（
1

墓
所
に
つ
き
1
年
）。

※
墓
所
使
用
料
に
は
墓
碑
な
ど
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
年
度
の
中
途
で
使
用
許
可
を
受

け
た
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
使
用

許
可
を
受
け
た
月
か
ら
の
月
割
り

計
算
と
な
り
ま
す
。

※
印
西
市
お
よ
び
白
井
市
以
外
の

市
区
町
村
に
転
出
さ
れ
た
と
き
の

管
理
料
に
つ
い
て
は
、
7
街
5
6

0
円
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
墓
碑
の
基
準
な
ど
使

用
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

平
岡
自
然
公
園
事
業
推
進
課
（
〒

2
7
0
―
1
3
5
2
印
西
市
大
塚

一
丁
目
1
番
地
1
・
緯
碓46 
2
7
3

4
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http

://w

w
w
.in
k
an
-jk
.o
r.jp
/h
ir

ao
k
a/5
-re
ie
n
.h
tm

）。

 5
月
　
日
か
ら
受
け
付
け
開
始
 

17

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
に
補
助
金

　
ス
ズ
メ
バ
チ
は
強
烈
な
毒
を

持
ち
、
他
者
へ
の
攻
撃
性
も
高
い

危
険
な
蜂
で
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請
は
お
早
め
に

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

の
在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険

料
を
後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。

胸
対
象
…
大
学
（
院
）・
短
大
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
に
在

学
の
人
、
各
種
学
校
の
1
年
以
上

の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
人
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
1
1
8
万
円

以
下
の
人
（
海
外
の
学
校
の
学
生

は
対
象
外
で
す
）。

※
届
出
前
に
事
故
や
病
気
で
障
害

が
残
っ
て
も
、
障
害
年
金
は
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
申
請
方
法
…
新
年
度
有
効
な
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学

証
明
書
・
年
金
手
帳
・
認
印
を
持

参
し
、
市
役
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
申
請

書
に
記
入
し
、学
生
証（
コ
ピ
ー
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
を
添
付
し
て

左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
か
ら
学
生
特
例

継
続
申
請
の
は
が
き
が
届
い
て
い

る
人
は
、
学
生
証
の
添
付
は
不
要
。

架
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西

怯
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
東
京
電
機
大
学
で
は
米
国
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

胸
期
間
…
9
月
　
日
～
　
月
　
日

10

12

24

の
間
の
4
カ
月
間（
2
カ
月
も
可
）。

胸
条
件
…
異
文
化
理
解
、
英
会
話

に
関
心
が
あ
り
、
大
学
へ
徒
歩
ま

た
は
自
転
車
通
学
可
能
な
地
区
で
、

1
室
と
一
日
2
食
の
提
供
が
可
能

な
家
庭
。

胸
謝
礼
…
月
5
万
円
。

胸
申
し
込
み
…
6
月
4
日
画
ま
で

に
左
記
へ
。

架
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部

事
務
部
（
緯
碓46 
4
1
1
1
・
土
、

日
曜
日
を
除
く
）。

怯
犬
・
猫
　
譲
渡
会

　
捨
て
ら
れ
て
い
た
犬
や
猫
を
、

大
切
に
飼
っ
て
く
だ
さ
る
人
に
お

譲
り
し
ま
す
。

胸
日
時
…
5
月
　
日
蚊
・
午
前
　

23

11

時
～
午
後
2
時
。

胸
会
場
…
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
内
駅
前

ビ
レ
ッ
ジ
（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物

の
引
き
取
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

架
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル

サ
ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
緯
0
9
0
―

1
5
3
2
―
8
7
1
3
）。

怯
印
西
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
少
年
少

女
合
唱
団
団
員
募
集

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
活
動
し
て
い

る
子
ど
も
合
唱
団
で
す
。

胸
日
時
…
土
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

正
午
。

胸
会
場
…
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
ほ
か
。

胸
対
象
…
小
学
3
年
生
～
高
校
生

（
一
緒
に
練
習
が
で
き
る
な
ら
小

学
1
・
2
年
生
も
可
）。

架
榎
戸
（
緯
碓47 
1
9
8
5
※
午
後

6
時
以
降
・
E
メ
ー
ルsazan

g

assh
o
u
d
an
@
y
ah
o
o
.co
.j

p

）。
怯
3
B
体
操
サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ

り
会
員
募
集

　
筋
力
運
動
で
楽
し
く
健
康
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

胸
日
時
…
火
曜
日
・
午
後
2
時
　30

分
～
4
時
（
月
3
回
）。

胸
会
場
…
中
央
公
民
館
。

胸
対
象
…
成
人
女
性
。

架
山
口
（
緯
／
胃
碓42 
5
2
3
4
）。

怯
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
全
国
一
斉
イ

ベ
ン
ト
・
房
総
半
島
チ
ャ
リ
テ
ィ

ウ
ォ
ー
ク
～
千
葉
N
T
ル
ー
ト
～

　
集
ま
っ
た
募
金
を
W
Ｆ
P
国
連

世
界
食
糧
計
画
の
「
地
球
の
ハ
ラ

ペ
コ
を
救
え
」
に
寄
付
し
ま
す
。

胸
日
時
…
5
月
　
日
蚊
・
午
前
9

23

時
　
分
～
午
後
1
時
。

30
胸
集
合
…
草
深
公
園
（
ゴ
ー
ル
J

A
西
印
旛
）。

胸
定
員
…
　
人
（
先
着
順
）。

50

胸
参
加
費
…
3
0
0
円
。

架
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
　63

団
・
岡
村
（
緯
碓45 
8
1
7
0
）。

怯
ふ
る
さ
と
ち
ば
j
o
b
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
説
明
会（
ふ
る
さ
と

ち
ば
若
者
自
立
支
援
事
業
）

　
働
き
た
い
の
に
働
け
な
い
若
者

の
た
め
に
、
段
階
的
に
就
労
へ
の

道
筋
を
つ
く
る
体
験
型
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
説
明
会
。

胸
日
時
…
①
6
月
3
日
牙
、
②
4

日
画
・
両
日
と
も
午
後
1
時
　
分
30

～
2
時
　
分
。

30

胸
会
場
…
①
成
田
市
勤
労
会
館
、

②
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
。

胸
対
象
…
就
労
の
悩
み
を
抱
え
て

い
る
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
人
。

15

40

※
参
加
費
、
予
約
不
要
。
当
日
参

加
歓
迎
。

架
N
P
O
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
（
緯
碓37 
6
8
4
4
・
E
メ
ー
ル

jo
b
ch
ib
a@
ro
u
k
y
o
u
.g
r.

jp
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http

://j

u
k
u
.ro
u
k
y
o
u
.g
r.jp

）。

　印西市・印旛村・本埜村合併協議会の廃止に伴う平成
21年度の歳入歳出決算が、次のとおり確定しました。
　歳入総額53，809千円、歳出総額30，349千円、差引残
額23，460千円。　なお、差引残額23，460千円を含む合
併協議会の財産については、平成22年3月23日をもっ
て印西市に引き継がれました。
　主な歳入歳出については、次のとおりです。
【主な歳入】
　1市2村負担金26，070千円、県補助金5，659千円、
平成20年度繰越金22，069千円など。
【主な歳出】
　会議録作成委託1，364千円、協議会だより印刷折込委
託9，642千円、合併協議結果の概要印刷折込委託1，310
千円、新市基本計画策定支援業務委託1，260千円、新市
例規立案・策定業務委託1，995千円など。
架行政管理課新市移行調整班（緯内線313）。

印西市・印旛村・本埜村合併協議会の決算
平成２１年度

講
座
・
催
し

　
市
で
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆

除
を
す
る
人
に
対
し
て
駆
除
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
見
つ
け
た
人
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ

チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、
補

助
金
は
出
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
を
ご

自
身
で
す
る
人
に
は
防
護
服
の
貸

し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

胸
補
助
金
額
な
ど
…
駆
除
費
の
2

分
の
1（
上
限
5
0
街
0
0
0
円
）。

架
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯

内
線
3
6
5
・
3
6
6
）、
印
旛

支
所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1

1
7
）、
本
埜
支
所
地
域
づ
く
り

課
（
緯
碓97 
1
1
1
1
）。

年
金

市
大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線

2
8
9
、
2
9
9
）。

（
柏
市
柏
5
―
8
―
　
）。
12

胸
受
講
料
…
3
0
街
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
。
減
免
措
置

あ
り
）。

胸
申
し
込
み
…
5
月
　
日
我
必
着
。

26

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

架
視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
ち
ば
研
修
課
（
緯
0
4
3
―
4

2
4
―
2
5
0
1
）。

そ
の
ほ
か

 平
成
　
年
度
の
印
西
霊
園
墓
所
の
募
集
を
行
い
ま
す

22



ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
（
人
工
壁
）
に
取

り
付
け
ら
れ
た
、
ホ
ー
ル
ド
と
呼

ば
れ
る
手
が
か
り
や
足
が
か
り
で

作
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
登
り
、
そ
の

到
達
高
度
を
競
う
競
技
で
す
。
体

育
館
の
中
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が

あ
る
と
こ
ろ
を
、
わ
た
し
は
見
た

こ
と
が
な
く
、
そ
の
圧
倒
的
な
迫

力
に
た
だ
息
を
の
む
ば
か
り
で
し

た
。

　
式
典
中
、
山
岳
競
技
千
葉
県
代

表
の
渡
辺
選
手
、
榊
原
選
手
、
飯

田
選
手
、
羽
鎌
田
選
手
に
よ
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

颯
爽
と
登
る
選
手
の
姿
を
見
て
会

場
中
が
「
オ
オ
ー
ッ
！
」
と
い
う

歓
声
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

選
手
に
は
終
始
余
裕
が
見
ら
れ
、

途
中
、
腕
だ
け
で
登
る
な
ど
と
い

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

観
客
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
は
わ

た
し
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
昼
に
は
屋
外
で
「
 炬
火
 採
火

き
ょ
か

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
採
火
式

に
使
用
す
る
火
は
「
ま
い
ぎ
り
」

と
呼
ば
れ
る
原
始
的
な
道
具
を
使

用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
2
人
1
組

に
な
っ
て
協
力
し
な
が
ら
火
を
起

こ
し
ま
し
た
。
普
段
な
ら
簡
単
に

点
く
火
も
、
こ
の
道
具
で
は
そ
う

簡
単
に
は
点
き
ま
せ
ん
。
苦
労
の

末
、
無
事
に
火
が
点
い
た
時
は
大

き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
聖
火
を
運
ぶ
永
治
小
学
校
の
児

童
は
、
純
白
の
衣
装
を
身
に
ま
と

っ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
ま
る
で
ギ

　
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
民
体

育
大
会
。
今
年
は
「
ゆ
め
半
島
千

葉
国
体
」
と
題
し
て
、
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

ド
競
技
で
使
わ
れ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ウ
ォ
ー
ル
が
そ
び
え
立
っ
て
い

ま
し
た
。

　
リ
ー
ド
競
技
と
は
、
高
さ
　
ｍ
12

以
上
、
幅
3
ｍ
以
上
の
ク
ラ
イ
ミ

 と
も
さ
れ
た
希
望
の
火

　「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」
開
催
を
前
に

平成２２年（２０１０）５月１５日号（４）

窓
に
み
る
疎
林
に
つ
ど
ふ
山
烏
こ
よ
ひ
は
鳴
か
ず
雪
の
降
り
く
る

小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

三
階
の
窓
よ
り
見
ゆ
る
千
波
湖
の
波
お
だ
や
か
に
午
後
の
日
傾
く

大
　
森
　
　
　
服
部
　
富
枝

海
越
え
て
黄
砂
降
り
来
る
わ
が
街
の
空
の
濁
り
て
木
々
の
か
す
め
り

原
　
　
　
　
菱
沼
　
幸
子

唐
突
に
降
り
く
る
雪
は
た
ち
ま
ち
に
花
満
開
の
紅
梅
お
ほ
ふ

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

春
と
冬
に
日
々
替
る
空
北
風
に
今
日
は
あ
ふ
ら
れ
鯉
の
ぼ
り
耐
ゆ
る

大
　
森
　
　
　
木
村
　
文
子

昂
ぶ
り
し
あ
と
の
空
し
さ
花
疲
れ

原
　
山
　
　
　
片
岡
　
芳
子

一
村
の
消
え
て
市
に
咲
く
山
桜

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

田
起
し
も
い
つ
し
か
終
へ
て
春
半
ば

岩
　
戸
　
　
　
荒
木
　
コ
ト

潟
の
灯
の
瞬
き
そ
め
て
蜆
汁

原
　
山
　
　
　
入
江
　
葉
子

畦
を
焼
く
け
む
り
印
旛
の
沼
暮
る
る

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

リ
シ
ャ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
さ
な
が

ら
で
す
。
聖
火
は
市
長
と
炬
火
命

名
者
の
佐
藤
紅
実
さ
ん（
印
西
中
）

の
ト
ー
チ
に
届
け
ら
れ
、
二
人
の

火
に
よ
っ
て
聖
火
が
会
場
に
と
も

さ
れ
ま
し
た
。

　
炬
火
名
は
「
新
し
い
市
政
に
燃

え
る
希
望
の
火
」。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
印
西
市
が
印
旛

村
、
本
埜
村
と
合
併
し
、
新
し
い

市
に
な
り
、
よ
り
良
い
市
に
し
て

い
こ
う
と
す
る
希
望
の
火
が
、
み

ん
な
の
心
に
も
ず
っ
と
燃
え
続
け

て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
考
え
た
と
語
り
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
チ
ー
バ
く
ん
も
応
援

に
駆
け
つ
け
、
国
体
開
催
に
向
け

て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
番
の
　
月
ま
で
あ
と
5
カ
月
。

10

山
岳
競
技
を
知
ら
な
か
っ
た
人
も
、

国
体
を
き
っ
か
け
に
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
前
回
1
9
7
3
年
に
千
葉
県
で

行
わ
れ
た
若
潮
国
体
以
来
、　
年
38

ぶ
り
の
国
体
の
開
催
に
向
け
て
県

中
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。

　
印
西
市
は
、
正
式
競
技
で
あ
る

「
山
岳
競
技
」
と
デ
モ
ス
ポ
行
事

で
あ
る
「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
」
の
開

催
地
に
決
定
し
て
お
り
、
開
催
に

向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
国
体
開
催
に
先
駆
け
、
4
月
　18

日
に
競
技
会
場
の
松
山
下
公
園
総

合
体
育
館
が
一
般
公
開
さ
れ
る
る

と
い
う
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
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ベ
ン
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を
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だ
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ま
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た
。

　
式
典
会
場
の
体
育
館
の
中
に
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん

の
観
客
が
集
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、

山
岳
競
技
の
一
つ
で
あ
る
、
リ
ー

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

広報レポーター：竹中　あゆみ（原山）

▲
山
岳
競
技
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
大
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た 山﨑市長（左）と佐藤さんの手で印西山﨑市長（左）と佐藤さんの手で印西市市

に希望の火がともされましに希望の火がともされましたた

リサイクル情報広場 掲載情報は4月14日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線333）

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

▲木製二つ折りタイプすのこベッド（7千円）▲ベビーバス▲千葉商科大学付属高
校女子制服（夏・冬服、コート、要相談）▲リクライニングソファ（足のせ付き、要相
談）▲犬のハウス▲一輪車（1千円）▲滝野小学校体操服（1千円）▲ローラー付きシ
ューズ（21唖～23唖、3百円）▲子ども用男子スーツ上下（2千円）▲子ども用スキ
ーウエア上下と手袋（2千円）▲無駄吠え防止用首輪（小・中型犬用、1万2千円）。

▲きかり幼稚園制服、体操服など▲木刈中学校男子制服（160唖）▲千葉英和高校男子制
服、体操服一式（180唖）▲犬用乳母車（大型犬25茜が入る大きさ）▲秀明八千代高校男
子制服・体操服・コート・セーター・バックなど（１７０唖）▲千葉商科大学付属高校男子制
服・体操服・コート・セーター・バックなど（１７０唖）。

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い物にはマイバッ
クを持参しましょう。

広報レポーター：村形　彰治（小林北）

いい
ん
ざ
ん
ざ
いい
思思
いい
出出
       

写
真

   写
 真
 館館

▲答えは「弁天川のほとり」。かつて消防団の掛け声で沸いた川岸
は、川めぐりのルートとして親しまれています（右は現在の写真）

《４月１５日号の解答》

　昭和40年はどんな年だったでしょうか。世界では旧ソ連で二
人乗りの人工衛星の打ち上げがあり、初の宇宙遊泳に成功しまし
た。日本では、東名高速道路が全面開通し、千葉県では成田線の
電化工事が始まりました。当時の印西町の人口は約1万7千人。
もちろん、千葉ニュータウンは影も形もありません。
　この年、町に外資系のある工場が進出し、操業を開始しました。
上の写真は、当時会社の社員だった人が、近くの山から撮影した
ものです。
　当時、この地域は一面の水田でした。大掛かりな区画整理によ
り埋立てが行われ、その後に工場が完成しました。そのころの様
子を撮影者の息子でもある伊藤哲之さんにお話を伺いました。
「工場には当時珍しかったテニスコート・プール・卓球施設など
があり、クリスマスには社員の家族が集ってパーティが開かれ、
プレゼントを配ったりしていました。それが楽しみでしたね」と
少年だった当時を振り返る伊藤さん。また、工場の裏手には水田
が残っていて、カエルやザリガニを採って遊んだとのことでした。
　そんな思い出が残るこの工場も、45年の歴史に幕を引き、そ
の姿は間もなく見ることができなくなってしまうそうです。
　さて、みなさんはこの場所がどこなのか分かりますか。写真で
見ると右側に会社の製品である紙コップの形をした貯水タンクが
見えますね。これが大きなヒントです。
　現在は周囲一面に商店・住宅が並んでいますが、近くにはみな
さんも馴染み深い市役所もありますよ。

▼「まいぎり」で火
をおこす子どもたち


